
大
崎
山
公
園
の
景
観
対
策

に
つ
い
て

　

過
去
２
回
の
質
問
同
様
に
新
潟
県
観

光
協
会
で
も
、
大
崎
山
公
園
に
は
素
晴
ら

し
い
展
望
台
が
あ
る
が
、
周
囲
の
樹
木
の

成
長
が
著
し
く
期
待
し
た
ほ
ど
の
展
望
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

対
策
の
検
討
結
果
は
ど
う
か
。

　

樹
木
の
伐
採
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

民
地
の
所
有
者
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
進

め
た
い
。
展
望
台
の
か
さ
上
げ
な
ど
の
公

園
整
備
に
つ
い
て
は
、
公
園
長
寿
命
化
計

画
の
中
で
平
成
32
年
（
令
和
2
年
）
度
以
降

の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
整
備
に
当
た
っ

て
は
、
改
め
て
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た

上
で
コ
ス
ト
面
も
含
め
た
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
検
討
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

國
定
市
長
が
示
し
た
待
っ

た
な
し
の
人
口
減
対
策
に

つ
い
て

　

大
型
公
共
事
業
め
じ
ろ
押
し
よ
り
も

一
人
一
人
の
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と

の
方
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
。

　

大
学
、
工
業
団
地
、
住
宅
団
地
と
入
れ

物
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
し
や
す
い
、
住

み
や
す
い
、
学
校
環
境
も
良
い
、
産
業
活

動
も
盛
ん
で
仕
事
先
も
し
っ
か
り
し
て
い

る
、
老
後
も
安
心
し
て
住
め
る
、
こ
う
し

た
一
人
一
人
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
の
方

が
大
切
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
誰
も
が

こ
の
ま
ち
に
住
み
続
け
た
い
と
実
感
で
き

る
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
い
、
総
合
計
画
の

中
で
は
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
動
員
し
て
の
人

口
動
態
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
る
。

原
発
事
故
の
際
の
三
条
市

の
避
難
計
画
に
つ
い
て

　

吹
雪
の
夜
、
地
震
で
原
発
が
爆
発
し

た
ら
三
条
市
民
は
ど
う
や
っ
て
避
難
し
た

ら
よ
い
の
か
。
避
難
者
の
受
け
入
れ
計
画

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

有
事
の
際
は
、
市
が
用
意
し
た
バ
ス

や
市
民
の
自
家
用
車
で
福
島
方
面
へ
避
難

す
る
。
受
け
入
れ
は
長
岡
市
か
ら
の
避
難

者
を
受
け
入
れ
る
。

写
真
２

写
真
３

　

パ
ル
ム
清
算
に
対
す
る
市
民
の
疑
念

に
つ
い
て
説
明
し
て
ほ
し
い
。

　

三
条
昭
栄
開
発
㈱
と
し
て
株
主
総
会

で
決
議
し
て
お
り
、
市
と
し
て
答
弁
す
べ
き

も
の
で
は
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活

用
に
よ
る
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
構
想
に
つ
い
て

　

市
と
し
て
具
体
的
な
活
用
は
ど
う
か
。

　

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
民
間
ポ
イ
ン
ト
を

地
域
内
の
決
済
や
寄
付
な
ど
に
使
用
で
き
、

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
と
交
換
で
き
る
。
総
務
省

の
説
明
会
に
参
加
す
る
な
ど
情
報
収
集
に
努

め
て
い
る
。

防
災・減
災
対
策
に
つ
い
て

　

自
主
的
に
作
成
す
る
地
区
防
災
計
画

の
推
進
は
ど
う
か
。

　

計
画
策
定
に
必
要
と
な
る
情
報
を
積

極
的
に
提
供
す
る
。
市
全
体
の
計
画
と
整
合

性
を
図
り
つ
つ
、
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
な

る
よ
う
支
援
す
る
。

　

住
ん
で
い
る
場
所
や
家
族
構
成
、
年

齢
な
ど
に
よ
っ
て
災
害
対
策
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
自
ら
の
行
動
計
画
を
時
系
列
に

  

日
本
共
産
党
議
員
団

議
第
１
号　

平
成
31
年
度
三
条
市
一
般
会

計
予
算

　

一
般
任
用
職
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
行

政
が
率
先
し
て
不
安
定
雇
用
を
進
め
て
い

る
こ
と
で
あ
り
認
め
ら
れ
な
い
。

　

三
条
技
能
創
造
大
学
施
設
建
設
事
業
費

に
つ
い
て
反
対
す
る
。
県
内
に
お
け
る
18

歳
の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
下
で
、
大
学

間
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
定
員
通

り
の
学
生
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

こ
の
計
画
に
は
無
理
が
あ
る
。

　

商
工
会
議
所
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
議
所
未
加
入
の
小
規
模
な
事

業
所
に
も
目
を
向
け
た
商
工
政
策
が
必
要

と
考
え
反
対
す
る
。

　

さ
ん
じ
ょ
う
一
番
星
育
成
事
業
費
は
、

難
関
大
学
に
挑
戦
で
き
る
人
材
育
成
と
エ

リ
ー
ト
育
成
を
推
し
進
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
始
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
本
来
、

公
教
育
の
役
目
で
は
な
い
。

　

県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
負
担
金
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
達
に
差
別
の
な
い
教
育

と
幅
広
く
人
権
の
尊
さ
を
教
え
る
こ
と
は

大
切
だ
が
、
同
和
教
育
と
い
う
特
別
枠
で

教
え
る
必
要
は
な
い
。

議
第
３
号　

平
成
31
年
度
三
条
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算　

　

制
度
の
廃
止
を
求
め
る
立
場
か
ら
反
対

す
る
。

議
第
13
号　

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税

率
の
引
上
げ
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
反

対
す
る
。

議
第
19
号　

三
条
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び

適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

処
理
手
数
料
を
20
％
も
上
乗
せ
す
る
こ

と
に
反
対
す
る
。

  

自
由
ク
ラ
ブ

議
第
１
号　

平
成
31
年
度
三
条
市
一
般
会
計
予

算
　

工
業
流
通
団
地
や
住
宅
団
地
、
も
の
づ
く
り

産
業
や
観
光
の
振
興
な
ど
の
取
り
組
み
が
人
口

動
態
の
改
善
や
税
源
涵
養
に
も
つ
な
が
る
と
の

こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
予
算
の
諸
事
業
は
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に
対
応
す
る
総
合
計

画
に
掲
げ
た
施
策
と
し
て
適
切
で
、
人
口
動
態

の
さ
ら
な
る
改
善
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
賛

成
す
る
。

　

一
般
任
用
職
員
制
度
、
三
条
技
能
創
造
大
学

施
設
建
設
事
業
費
、
商
工
会
議
所
振
興
事
業
補

助
金
、
さ
ん
じ
ょ
う
一
番
星
育
成
事
業
費
、
県

同
和
教
育
研
究
協
議
会
負
担
金
に
つ
い
て
も
そ

れ
ぞ
れ
有
効
性
・
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
賛
成
す
る
。

議
第
３
号　

平
成
31
年
度
三
条
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
国
の
制
度
設
計

に
従
っ
た
予
算
で
あ
り
、
内
容
に
反
対
す
る
理

由
は
無
い
の
で
賛
成
す
る
。

議
第
13
号　

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の

引
上
げ
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
は
、
国
で
十
分
議
論

さ
れ
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、
三
条
市
議
会
の
議

論
に
な
じ
ま
な
い
。
消
費
税
の
増
収
分
に
よ
り

市
民
の
負
担
軽
減
も
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
反

対
す
る
理
由
は
無
い
。

議
第
19
号　

三
条
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正

処
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

平
成
15
年
の
有
料
化
以
来
、
家
庭
ご
み
の
処

理
手
数
料
は
据
え
置
か
れ
て
き
た
が
、
こ
の
間

ゴ
ミ
処
理
経
費
は
約
１
億
円
増
加
し
、
消
費
税

率
も
今
年
10
月
に
は
当
時
の
５
％
か
ら
10
％
に

な
る
。
引
き
上
げ
幅
も
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
た
も
の
か
ら
賛
成
す
る
。
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